様式１８

	
建設資金贈与契約書
　
○○○○（以下「甲」という。）と社会福祉法人○○○○理事長○○○○（以下「乙」という。）は、次のとおり贈与契約を締結した。

第１条　甲は、社会福祉法人○○○○が新たに経営しようとする特別養護老人ホーム○○○○の建設資金として、金○○○○○○円を同法人に贈与することを約し、乙は、これを承諾した。

第２条　甲は、前条による贈与を○○○○までに行わなければならない。

第３条　甲は、当該事業に係る総経費が減額され、又は補助金の額が増額された場合であっても、第１条に規定する金額の贈与を履行しなければならない。

第４条　この契約に定めのない事項については、甲、乙は誠意をもって協議のうえ決定するものとする。

上記契約を証するため、本契約書２通を作成し、甲、乙それぞれ署名押印のうえ、各自その１通を保有する。

平成　　年　　月　　日
　
　　　　　甲　住所
　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　乙　住所
　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　印






様式１８記入例
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○○○○（以下「甲」という。）と社会福祉法人○○○○理事長○○○○（以下「乙」という。）は、次のとおり贈与契約を締結した。

第１条　甲は、社会福祉法人○○○○が新たに経営しようとする特別養護老人ホーム○○○○の建設資金として、金○○○○○○円を同法人に贈与することを約し、乙は、これを承諾した。

第２条　甲は、前条による贈与を同法人設立後１週間以内までに行わなければならない。

第３条　甲は、当該事業に係る総経費が減額され、又は補助金の額が増額された場合であっても、第１条に規定する金額の贈与を履行しなければならない。

第４条　この契約に定めのない事項については、甲、乙は誠意をもって協議のうえ決定するものとする。

上記契約を証するため、本契約書２通を作成し、甲、乙それぞれ署名押印のうえ、各自その１通を保有する。贈与者（甲）の住所・氏名は、印鑑登録証明書と一致しているか。


平成○○年○○月○○日
　
　　　　　甲　住所　京都府南丹市○○町○○丁目○○番地
　　　　　　　　氏名　○○○○　　　　　　　　　印

　　　　　　乙　住所　京都府南丹市○○町○○丁目○○番地
　　　　　　　　氏名　○○○○　　　　　　　　　印
【贈与者が設立代表者の場合】
代理人の住所・氏名は、印鑑登録証明書と一致しているか。





